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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エアインタフェースを構成するための方法であって、
　無線デバイスが、ネットワークデバイスからインデックス及び変更命令を受信する段階
であって、前記インデックスは、複数の予め定義されたエアインタフェース構成のうちの
第１のものと関連付けられ、前記変更命令は、前記第１の予め定義されたエアインタフェ
ース構成の１つ又は複数のパラメータの変更を指示する段階と、
　前記インデックス及び前記変更命令に基づいて、前記変更されたエアインタフェース構
成に従ってデータを送信又は受信する段階と
　を含む
　方法であって、
　前記第１の予め定義されたエアインターフェース構成の１つまたは複数のパラメータは
、少なくとも波形および物理層パラメータのうちの１つを含み、
　前記変更されたエアインタフェース構成に従ってデータを送信又は受信する段階は、前
記第１の予め定義されたエアインタフェース構成に従ってデータを最初に送信又は受信す
ることなく、前記変更されたエアインタフェース構成に従ってデータを送信又は受信する
段階を含み、
　前記複数の予め定義されたエアインタフェース構成の各々は、予め定義されたサブキャ
リアスペーシングを含む、方法。
【請求項２】
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　１つ又は複数のパラメータの前記変更は、前記予め定義されたサブキャリアスペーシン
グの変更を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記変更命令は、前記第１の予め定義されたエアインタフェース構成において、前記第
１の予め定義されたエアインタフェース構成に、又は前記第１の予め定義されたエアイン
タフェース構成から、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）再送信スキームを変更、追
加、又は削除するように、前記無線デバイスに命令する、請求項１または２に記載の方法
。
【請求項４】
　前記変更命令は、前記無線デバイスに、前記第１の予め定義されたエアインタフェース
構成の前記波形を変更するように命令する、請求項１から３の何れか一項に記載の方法。
【請求項５】
　前記変更命令は、前記無線デバイスに、前記第１の予め定義されたエアインタフェース
構成の前記物理層パラメータを変更するように命令する、請求項１から４の何れか一項に
記載の方法。
【請求項６】
　前記変更命令は、前記無線デバイスに、前記第１の予め定義されたエアインタフェース
構成のサブキャリアスペーシング、サイクリックプリフィクス（ＣＰ）長さ、シンボル持
続時間、又は送信時間間隔（ＴＴＩ）長さを変更するように命令する、請求項５に記載の
方法。
【請求項７】
　プロセッサと、
　前記プロセッサによる実行のためのプログラミングを格納する非一時的コンピュータ可
読記憶媒体であって、前記プログラミングは、
　　ネットワークデバイスからインデックス及び変更命令を受信する命令であって、前記
インデックスは、複数の予め定義されたエアインタフェース構成のうちの第１のものと関
連付けられ、前記変更命令は、前記第１の予め定義されたエアインタフェース構成の１つ
又は複数のパラメータの変更を指示する命令と、
　　前記第１の予め定義されたエアインタフェース構成を最初に確立することなく、前記
インデックス及び前記変更命令に基づいて、前記変更されたエアインタフェース構成を確
立する命令と
　を含む、非一時的コンピュータ可読記憶媒体と
　を含む
　無線デバイスであって、
　前記第１の予め定義されたエアインターフェース構成の１つまたは複数のパラメータは
、少なくとも波形および物理層パラメータのうちの１つを含む、
　無線デバイス。
【請求項８】
　前記変更命令は、前記第１の予め定義されたエアインタフェース構成において、前記第
１の予め定義されたエアインタフェース構成に、又は前記第１の予め定義されたエアイン
タフェース構成から、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）再送信スキームを変更、追
加、又は削除するように、前記無線デバイスに命令する、請求項７に記載の無線デバイス
。
【請求項９】
　前記変更命令は、前記無線デバイスに、前記第１の予め定義されたエアインタフェース
構成の前記波形を変更するように命令する、請求項７又は８に記載の無線デバイス。
【請求項１０】
　前記変更命令は、前記無線デバイスに、前記第１の予め定義されたエアインタフェース
構成の前記物理層パラメータを変更するように命令する、請求項７から９の何れか一項に
記載の無線デバイス。
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【請求項１１】
　前記変更命令は、前記無線デバイスに、前記第１の予め定義されたエアインタフェース
構成のサブキャリアスペーシング、サイクリックプリフィクス（ＣＰ）長さ、シンボル持
続時間、又は送信時間間隔（ＴＴＩ）長さを変更するように命令する、請求項１０に記載
の無線デバイス。
【請求項１２】
　エアインタフェース構成中のオーバヘッドを低減するための方法であって、
　ネットワークデバイスが、無線デバイスにインデックス及び変更命令を送信する段階で
あって、前記インデックスは、複数の予め定義されたエアインタフェース構成のうちの第
１のものと関連付けられ、前記変更命令は、前記第１の予め定義されたエアインタフェー
ス構成の１つ又は複数のパラメータの変更を指示し、前記インデックス及び前記変更命令
は、前記無線デバイスに、前記第１の予め定義されたエアインタフェース構成を最初に確
立することなく、前記変更されたエアインタフェース構成を確立するように命令する、段
階
　を含む
　方法であって、
　前記第１の予め定義されたエアインターフェース構成の１つまたは複数のパラメータは
、少なくとも波形および物理層パラメータのうちの１つを含む、
　方法。
【請求項１３】
　前記変更命令は、前記第１の予め定義されたエアインタフェース構成のハイブリッド自
動再送要求（ＨＡＲＱ）再送信スキームを変更、追加、又は削除するように、前記無線デ
バイスに命令する、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記変更命令は、前記無線デバイスに、前記第１の予め定義されたエアインタフェース
構成の前記波形を変更するように命令する、請求項１２に記載の方法。
【請求項１５】
　前記変更命令は、前記無線デバイスに、前記第１の予め定義されたエアインタフェース
構成の前記物理層パラメータを変更するように命令する、請求項１２に記載の方法。
【請求項１６】
　前記変更命令は、前記無線デバイスに、前記第１の予め定義されたエアインタフェース
構成のサブキャリアスペーシング、サイクリックプリフィクス（ＣＰ）長さ、シンボル持
続時間、又は送信時間間隔（ＴＴＩ）長さを変更するように命令する、請求項１５に記載
の方法。
【請求項１７】
　プロセッサと、
　前記プロセッサによる実行のためのプログラミングを格納する非一時的コンピュータ可
読記憶媒体であって、前記プログラミングは、
　　無線デバイスにインデックス及び変更命令を送信する命令であって、前記インデック
スは、複数の予め定義されたエアインタフェース構成のうちの第１のものと関連付けられ
、前記変更命令は、前記第１の予め定義されたエアインタフェース構成の１つ又は複数の
パラメータの変更を指示し、前記インデックス及び前記変更命令は、前記無線デバイスに
、前記第１の予め定義されたエアインタフェース構成を最初に確立することなく、前記変
更されたエアインタフェース構成を確立するように命令する、送信する命令
　を含む、非一時的コンピュータ可読記憶媒体と
　を含む
　ネットワークデバイスであって、
　前記第１の予め定義されたエアインターフェース構成の１つまたは複数のパラメータは
、少なくとも波形および物理層パラメータのうちの１つを含む、
　ネットワークデバイス。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本特許出願は、２０１５年１１月４日に出願された、発明の名称を「Ｓｙｓｔｅｍｓ　
ａｎｄ　Ｍｅｔｈｏｄｓ　ｆｏｒ　Ｃｏｎｆｉｇｕｒｉｎｇ　Ａｉｒ　Ｉｎｔｅｒｆａｃ
ｅｓ　ｗｉｔｈ　Ｌｏｗ　Ｏｖｅｒｈｅａｄ」とする米国仮出願第６２／２５０，９５６
号に対する優先権を主張する、２０１６年４月８日に出願された、発明の名称を「Ｓｙｓ
ｔｅｍｓ　ａｎｄ　Ｍｅｔｈｏｄｓ　ｆｏｒ　Ｃｏｎｆｉｇｕｒｉｎｇ　Ａｉｒ　Ｉｎｔ
ｅｒｆａｃｅｓ　ｗｉｔｈ　Ｌｏｗ　Ｏｖｅｒｈｅａｄ」とする米国特許出願第１５／０
９３，９４４号に対する優先権を主張し、これらの全ての内容は、これらの全体が再現さ
れるかのように、参照により本明細書に組み込まれる。
【０００２】
　本発明は、無線通信に関し、特定の実施形態において、低オーバヘッドのエアインタフ
ェースを構成するためのシステム及び方法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　次世代無線ネットワークは、様々な、しばしば変化するチャネル条件にわたって高いス
ループット率を提供しながら、多様なトラフィックタイプ（例えば、音声、データ、モバ
イルゲーム）をサポートする必要がある。これを実現するため、ネットワークデバイスが
、効率的な方法で異なるエアインタフェース構成を動的に確立する能力を有する必要があ
り得る。従って、無線ネットワークにおいてエアインタフェースを効率的に構成するため
の技術が望まれている。
【発明の概要】
【０００４】
　技術的利点が、概して、低オーバヘッドのエアインタフェースを構成するためのシステ
ム及び方法を説明する本開示の実施形態によって実現される。
【０００５】
　実施形態によれば、エアインタフェース構成中のオーバヘッドを低減するための方法が
提供される。この例において、方法は、無線デバイスにインデックス及び変更命令を送信
することを含む。インデックスは、複数の予め定義されたエアインタフェース構成のうち
の第１のものと関連付けられ、変更命令は、第１の予め定義されたエアインタフェース構
成の１つ又は複数のパラメータの変更を指示し、変更されたエアインタフェース構成を生
成する。インデックス及び変更命令は、無線デバイスに、予め定義されたエアインタフェ
ース構成を最初に確立することなく、変更されたエアインタフェース構成を確立するよう
に命令する。本方法を実行するための装置もまた提供される。
【０００６】
　別の実施形態によれば、エアインタフェース構成中のオーバヘッドを低減するための更
に別の方法が提供される。この例において、方法は、無線デバイスでネットワークデバイ
スからインデックス及び変更命令を受信することを含む。インデックスは、複数の予め定
義されたエアインタフェース構成のうちの第１のものと関連付けられ、変更命令は、第１
の予め定義されたエアインタフェース構成の１つ又は複数のパラメータの変更を指示し、
変更されたエアインタフェース構成を生成する。方法は、予め定義されたエアインタフェ
ース構成を最初に確立することなく、インデックス及び変更命令に基づいて変更されたエ
アインタフェース構成を確立することを更に含む。本方法を実行するための装置もまた提
供される。
【０００７】
　別の実施形態によれば、エアインタフェース構成中のオーバヘッドを低減するための更
に別の方法が提供される。この例において、方法は、無線デバイスに複数の予め定義され
たエアインタフェース構成のインデックスを送信すること、及び無線デバイスからインデ
ックスのうちの特定のものを受信することを含む。特定のインデックスは、無線デバイス
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により選択された複数の予め定義されたエアインタフェース構成のうちの１つを識別する
。本方法を実行するための装置もまた提供される。
【０００８】
　別の実施形態によれば、エアインタフェース構成中のオーバヘッドを低減するための更
に別の方法が提供される。この例において、方法は、無線デバイスで、ネットワークデバ
イスから複数の予め定義されたエアインタフェース構成のインデックスを受信すること、
及び複数の予め定義されたエアインタフェース構成のうちの１つを選択することを含む。
選択された予め定義されたエアインタフェース構成は、インデックスのうちの特定のもの
と関連付けられる。方法は、ネットワークデバイスに特定のインデックスを送信すること
を更に含む。本方法を実行するための装置もまた提供される。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
　本発明及びその利点をより完全に理解するために、ここで、添付の図面に関連する以下
の説明を参照する。
【００１０】
【図１】実施形態に係る無線ネットワークの図である。
【００１１】
【図２】エアインタフェース構成を確立するための、実施形態に係る通信シーケンスの図
である。
【００１２】
【図３】エアインタフェース構成を動的に確立するための、実施形態に係る方法のフロー
チャートである。
【００１３】
【図４】エアインタフェース構成を動的に確立するための別の実施形態に係る方法のフロ
ーチャートである。
【００１４】
【図５】エアインタフェース構成を確立するための別の実施形態に係る通信シーケンスの
図である。
【００１５】
【図６】エアインタフェース構成を動的に確立するための更に別の実施形態に係る方法の
フローチャートである。
【００１６】
【図７】エアインタフェース構成を動的に確立するための更に別の実施形態に係る方法の
フローチャートである。
【００１７】
【図８】エアインタフェース構成を確立するための更に別の実施形態に係る通信シーケン
スの図である。
【００１８】
【図９】エアインタフェース構成を動的に確立するための更に別の実施形態に係る方法の
フローチャートである。
【００１９】
【図１０】エアインタフェース構成を動的に確立するための更に別の実施形態に係る方法
のフローチャートである。
【００２０】
【図１１】実施形態に係る制御シグナリングメッセージの図である。
【００２１】
【図１２】実施形態に係る制御シグナリングメッセージの図である。
【００２２】
【図１３】実施形態に係る処理システムの図である。
【００２３】
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【図１４】実施形態に係る送受信機の図である。
【００２４】
　別途指示されない限り、異なる図面における対応する番号及び記号は概して、対応する
部分を指す。図面は、実施形態の関連する態様を明確に図示するよう描写され、必ずしも
縮尺通りに描写されてはいない。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　本開示の実施形態の形成及び利用が、以下、詳細に説明される。しかしながら、本発明
は、多様な具体的状況において具現可能な多数の適用可能な発明の概念を提供することを
理解されたい。説明されている具体的な実施形態は、本発明を形成及び利用するための具
体的な手段の例示に過ぎず、本発明の範囲を限定するものではない。 
【００２６】
　ネットワークデバイスが、無線デバイスに、パラメータのサブセットに基づいてエアイ
ンタフェースを動的に構成するように命令し得る。エアインタフェースを構成するために
使用されるパラメータのサブセットは、総称して「エアインタフェース構成」と称され、
物理層パラメータ、波形、送信モード、アクセススキーム、再送信スキーム、又はそれら
の組み合わせを含み得る。エアインタフェースを動的に構成する１つの手法は、制御シグ
ナリングを介してモバイルデバイスに予め定義されたエアインタフェース構成と関連付け
られたインデックスを伝送することである。より具体的には、候補エアインタフェース構
成の各々により指定されたパラメータが、ネットワークにおけるネットワークデバイス及
びネットワークにアクセスする無線デバイスによって知られるように、候補エアインタフ
ェース構成のプールが、ネットワークに関して予め定義される。候補エアインタフェース
構成の各々は、異なるインデックスと関連付けられる。候補エアインタフェース構成のパ
ラメータ及びインデックスの関連付けは、製造者により無線デバイスに格納され得る。代
替的に、無線デバイスは、無線デバイスとネットワークとの間の以前の通信セッションの
間に、又は、ネットワークに予め定義された、例えば、別の無線デバイスから受信された
、発見サーバからダウンロードされた、サードパーティからの候補エアインタフェース構
成のパラメータ及びインデックスの関連付けを知ってもよい。上述の手法を使用する場合
に動的なエアインタフェース構成をサポートするために必要とされる制御シグナリングオ
ーバヘッドの量は、どれ程多くの候補エアインタフェース構成がネットワークに関して予
め定義されるかに大きく依存する。候補エアインタフェース構成のより大きいプールが、
より大きい範囲のインデックスを必要とし、これにより、インデックスをシグナリングす
るために必要とされるビットの数を増加させる。
【００２７】
　本開示の態様は、インデックスと共に変更命令を伝送することにより、エアインタフェ
ース構成を動的に確立するために必要とされるオーバヘッドの量を低減する。変更命令は
、インデックスと関連付けられる予め定義されたエアインタフェース構成の１つ又は複数
のパラメータへの変更を識別する。共に、インデックス及び変更指示は、ネットワークに
関して予め定義された候補エアインタフェース構成のいずれかとは異なる変更されたエア
インタフェース構成を指定する。インデックスと共に変更されたエアインタフェース命令
を伝送することにより、ネットワークデバイスが、無線デバイスに、予め定義されたエア
インタフェース構成を最初に確立することなく、変更されたエアインタフェース構成を確
立するように命令する。本明細書において用いられるように、予め定義されたエアインタ
フェース構成により定義されたパラメータに従って送信が実行される場合に、予め定義さ
れたエアインタフェース構成が「確立される」。従って、変更命令は、ネットワークが、
より少ない予め定義されたエアインタフェース構成を使用しつつ、同様の程度の柔軟性を
実現することを可能にし、同様に、選択されたエアインタフェース構成と関連付けられる
インデックスが、より少数のビットを使用してシグナリングされることを可能にする。こ
のオーバヘッドの節約は、多くのネットワーク構成に関する変更命令と関連付けられる制
御シグナリングオーバヘッドを上回る。
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【００２８】
　実施形態において、変更命令は、予め定義されたエアインタフェース構成により指定さ
れたハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）再送信スキームを変更するように、無線デバ
イスに命令する。別の実施形態において、変更命令は、予め定義されたエアインタフェー
ス構成にＨＡＲＱ再送信スキームを追加、又は予め定義されたエアインタフェース構成か
らＨＡＲＱ再送信スキームを削除するように、無線デバイスに命令する。更に別の実施形
態において、変更命令は、無線デバイスに、予め定義されたエアインタフェース構成の波
形を変更するように命令する。例えば、予め定義されたエアインタフェース構成は、直交
周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）波形を使用することを指定し得、変更命令は、無線デバイ
スに、ＯＦＤＭ波形ではなく符号分割多重化（ＣＤＭ）波形を使用するように命令し得る
。更に別の実施形態において、変更命令は、無線デバイスに、予め定義されたエアインタ
フェース構成の物理層パラメータを変更するように命令する。例えば、変更命令は、無線
デバイスに、予め定義されたエアインタフェース構成と関連付けられたサブキャリアスペ
ーシング、サイクリックプリフィクス（ＣＰ）長さ、シンボル持続時間、及び／又は送信
時間間隔（ＴＴＩ）長さを変更するように命令し得る。
【００２９】
　更に、本開示の態様は、無線デバイスが予め定義されたエアインタフェース構成を選択
することを可能にする。一実施形態において、ネットワークデバイスは、無線デバイスに
複数の予め定義されたエアインタフェース構成と関連付けられたインデックスを送信する
。無線デバイスは、次に、予め定義されたエアインタフェース構成のうちの１つを選択し
、ネットワークデバイスに対応するインデックスを戻し、これは、ネットワークにおいて
無線デバイスと基地局との間の選択されたエアインタフェース構成の確立を促す。 
【００３０】
　いくつかの実施形態において、無線デバイスは、ネットワークデバイスに変更命令を伝
送し、インデックスと関連付けられるエアインタフェース構成に変更がなされることを要
求する。エアインタフェース構成は、ネットワークデバイスにより選択されていてもよく
、この場合、無線デバイスは、ネットワークデバイスからインデックスを受信した後、ネ
ットワークデバイスに変更命令を伝送する。代替的に、エアインタフェース構成は、無線
デバイスにより選択されていてもよく、この場合、無線デバイスは、ネットワークデバイ
スにインデックスと共に変更命令を伝送する。これらの態様及び他の態様が、以下、より
詳細に説明される。 
【００３１】
　図１は、データを伝送するための無線ネットワーク１００の図である。無線ネットワー
ク１００は、カバレッジエリア１０１を有する基地局１１０と、複数のモバイルデバイス
１２０と、バックホールネットワーク１３０とを含む。図示されるように、基地局１１０
は、アップリンク（破線）及び／又はダウンリンク（点線）接続をモバイルデバイス１２
０と確立し、これらは、モバイルデバイス１２０から基地局１１０にデータを伝送する役
割を果たす、及び逆方向にも同様である。アップリンク／ダウンリンク接続を介して伝送
されるデータは、モバイルデバイス１２０間で伝送されるデータ、及びバックホールネッ
トワーク１３０によって遠隔側（不図示）との間で伝送されるデータを含んでよい。本明
細書において用いられるように、「基地局」という用語は、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）、
マクロセル、フェムトセル、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）　アクセスポイント（ＡＰ）、又は
他の無線可能デバイス等のネットワークへの無線アクセスを提供するように構成された任
意のコンポーネント（又はコンポーネントの集合）を指す。基地局は、１つ又は複数の無
線通信プロトコル、例えば、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）、ＬＴＥアドバン
スド（ＬＴＥ－Ａ）、高速パケットアクセス（ＨＳＰＡ）、Ｗｉ－Ｆｉ８０２．１１ａ／
ｂ／ｇ／ｎ／ａｃ等に従って、無線アクセスを提供してよい。本明細書において用いられ
るように、「モバイルデバイス」という用語は、無線接続を基地局と確立可能な任意のコ
ンポーネント（又はコンポーネントの集合）を指す。「モバイルデバイス」、「ユーザ機
器（ＵＥ）」及び「移動局（（ＳＴＡ））」という用語は、本開示を通じて交換可能に用
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いられる。いくつかの実施形態において、ネットワーク１００は、リレー等の様々な他の
無線デバイスを含んでよい。無線デバイスという用語は、モバイルデバイス、リレーステ
ーション、又はスマートデバイス等の、無線ネットワークにアクセスする、又は無線ネッ
トワークへのアクセスを容易にする任意のデバイスを指す。ネットワークデバイスという
用語は、基地局、スケジューラ、又は中央コントローラ等の、無線ネットワークへのアク
セスを提供する、無線ネットワークへのアクセスを容易にする、又は無線ネットワークへ
のアクセスを制御する任意のデバイスを指す。いくつかの実施形態において、ネットワー
クデバイスが、無線デバイスと直接通信する。他の実施形態において、ネットワークデバ
イスが、無線デバイスと間接的に通信し、それは、スケジューラ又は中央コントローラが
、中間基地局を介して移動局と通信する場合に発生し得る。
【００３２】
　本開示の実施形態は、予め定義されたエアインタフェース構成のパラメータを変更する
変更命令を使用する。変更命令は、予め定義されたエアインタフェース構成と関連付けら
れた１つ又は複数の物理層パラメータへの変更を指示し得る。例えば、変更命令は、予め
定義されたエアインタフェース構成と関連付けられた送信時間間隔（ＴＴＩ）、シンボル
持続時間、サイクリックプリフィクス（ＣＰ）長さ、サブキャリアのスペーシングのいず
れか１つ、又は組み合わせへの変更を指示し得る。
【００３３】
　変更命令は、予め定義されたエアインタフェース構成により指定された波形への変更を
指示し得る。予め定義されたエアインタフェース構成は、無線送信を伝送可能な任意の波
形と関連付けられ得る。変更命令は、予め定義されたエアインタフェース構成と関連付け
られた波形が、無線送信を伝送可能な任意の他の波形で置き換えられるよう指示し得る。
例えば、変更命令は、ＯＦＤＭ波形、シングルキャリア周波数分割多重（ＳＣ－ＦＤＭ）
波形、フィルタバンクマルチキャリア（ＦＢＭＣ）波形、インタリーブされた周波数分割
多重（ＩＦＤＭ）波形、ＣＤＭ波形、離散フーリエ変換－拡散ＯＦＤＭ（ＤＦＴ－Ｓ－Ｏ
ＦＤＭ）波形、フィルタリングされたＯＦＤＭ（Ｆ－ＯＦＤＭ）波形、及びスパース・コ
ード多元接続（ＳＣＭＡ）波形、の波形のうちのいずれかの間での切り替えを指示し得る
。 
【００３４】
　変更命令は、予め定義されたエアインタフェース構成と関連付けられたアクセススキー
ムへの変更を指示し得る。例えば、変更命令は、スケジューリングベースのアクセススキ
ームからグラントフリーアクセススキームに、又は逆方向にも同様に切り替えを指示し得
える。グラントフリーアクセススキームは、競合ベースのアクセス（例えば、リッスン・
ビフォー・トーク（ｌｉｓｔｅｎ　ｂｅｆｏｒｅ　ｔａｌｋ）、等）を使用してもよく、
又はしなくてもよい。例えば、１つのグラントフリーシナリオが、ＵＥが、競合の必要な
く専用リソースを使用することを可能にし得る。別の例において、変更命令は、スケジュ
ーリングベースのアクセススキーム又はグラントフリーアクセススキームから、スケジュ
ーリングベースのアクセス及びグラントフリーアクセスの両方をサポートする混合アクセ
ススキームへの切り替えを指示し得る。このような実施形態において、ＵＥが、スケジュ
ーリングベースのアクセススキーム及びグラントフリーアクセススキームの一方又は両方
を選択し得、様々なタイプのデータを送信する。一例において、ＵＥは、長いデータパケ
ット送信のためのスケジューリングベースのアクセス、及び短いデータパケット送信のた
めのグラントフリーアクセスを選択する。別の例において、ＵＥは、グラントフリーアク
セススキームを使用して遅延に敏感なアプリケーションのためのデータを送信し、スケジ
ューリングベースのアクセススキームを使用して遅延に耐性のあるアプリケーションのた
めのデータを送信する。いくつかの実施形態において、エアインタフェース構成が、リソ
ースの異なる組に対して異なるアクセス技術を指定する。例えば、エアインタフェース構
成は、競合ベースのグラントフリーアクセスを介してアクセスされるリソースもあれば、
スケジューリングベースのアクセスを介してアクセスされるリソースもあることを指定し
得る。変更命令は、予め定義されたエアインタフェース構成と関連付けられた再送信スキ
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ームの変更を指示し得る。例えば、変更命令は、ＨＡＲＱ再送信スキームのパラメータ（
例えば、往復時間等）が変更されることを指示し得る。代替的に、変更命令は、ＨＡＲＱ
再送信スキームが、予め定義されたエアインタフェース構成と関連付けられたパラメータ
のサブセットに追加される、又は予め定義されたエアインタフェース構成と関連付けられ
たパラメータのサブセットから削除されることを指示し得る。 
【００３５】
　本開示の実施形態は、変更命令及びインデックスを使用して、変更されたエアインタフ
ェース構成を確立するための方法を提供する。図２は、エアインタフェース構成を確立す
るための、実施形態に係る通信シーケンス２００の図である。通信シーケンス２００にお
いて、ネットワークデバイス２１０が、無線デバイス２２０にインデックス２１２及び変
更命令２１４を送信する。この例において、ネットワークデバイス２１０は、基地局であ
り、無線デバイス２２０は、ＵＥである。他の例において、ネットワークデバイス２１０
は、ネットワークコントローラであってもよく、無線デバイス２２０は、基地局、リレー
、又はエアインタフェースを介して通信するように構成された任意の他のデバイスであっ
てもよい。インデックス２１２は、予め定義されたエアインタフェース構成と関連付けら
れる。インデックス２１２と予め定義されたエアインタフェース構成との間の関連付けは
、無線デバイス２２０への事前情報であってもよい。例えば、無線デバイス２２０は、１
組のインデックスを１組の予め定義されたエアインタフェース構成と関連付けるルックア
ップテーブルを維持してもよい。変更命令２１４は、インデックス２１２と関連付けられ
る予め定義されたエアインタフェース構成の１つ又は複数のパラメータへの変更を指示す
る。インデックス２１２及び変更命令２１４を受信した後、無線デバイス２２０は、予め
定義されたエアインタフェース構成を最初に確立することなく、変更されたＡＩ２１８を
確立する。インデックス２１２及び変更命令２１４は、同じ制御シグナリングメッセージ
で共に送信されてもよく、又は異なる制御シグナリングメッセージで別々に送信されても
よい。
【００３６】
　実施形態において、変更命令２１４は、予め定義されたエアインタフェース構成により
指定されたＨＡＲＱ再送信スキームを変更するように、無線デバイス２２０に命令する。
別の実施形態において、変更命令２１４は、インデックス２１２と関連付けられた予め定
義されたエアインタフェース構成に、又はインデックス２１２と関連付けられた予め定義
されたエアインタフェース構成から、ＨＡＲＱ再送信スキームを追加、又は削除するよう
に、無線デバイス２２０に命令する。更に別の実施形態において、変更命令２１４は、イ
ンデックス２１２と関連付けられた予め定義されたエアインタフェース構成の波形を変更
するように、無線デバイス２２０に命令する。例えば、予め定義されたエアインタフェー
ス構成は、ＯＦＤＭ波形を使用することを指定し得、変更命令２１４は、無線デバイス２
２０に、ＯＦＤＭ波形ではなくＣＤＭ波形を使用するように命令し得る。更に別の実施形
態において、変更命令２１４は、インデックス２１２と関連付けられた予め定義されたエ
アインタフェース構成の物理層パラメータを変更するように、無線デバイス２２０に命令
する。例えば、変更命令２１４は、無線デバイス２２０に、インデックス２１２と関連付
けられた予め定義されたエアインタフェース構成と関連付けられたサブキャリアスペーシ
ング、ＣＰ長さ、シンボル持続時間、及び／又はＴＴＩ長さを変更するように命令し得る
。
【００３７】
　図３は、ネットワークデバイスによって実行され得る場合の、エアインタフェース構成
を動的に確立するための、実施形態に係る方法３００のフローチャートである。段階３１
０において、ネットワークデバイスは、無線デバイスにインデックス及び変更命令を送信
する。インデックスは、ネットワークにより予め定義された候補エアインタフェース構成
の１つと関連付けられ、変更命令は、予め定義されたエアインタフェース構成の１つ又は
複数のパラメータの変更を指示する。共に、インデックス及び変更命令は、変更されたエ
アインタフェース構成を識別する。段階３２０において、ネットワークデバイスは、イン
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デックス及び変更命令に基づいて、無線デバイスと基地局との間の変更されたエアインタ
フェース構成を確立する、又はその確立を命令する。変更されたエアインタフェース構成
は、無線デバイスと基地局との間に予め定義されたエアインタフェース構成を最初に確立
することなく、無線デバイスと基地局との間に確立される。
【００３８】
　図４は、無線デバイスによって実行され得る場合の、エアインタフェース構成を動的に
確立するための、実施形態に係る方法４００のフローチャートである。段階４１０におい
て、無線デバイスは、ネットワークデバイスからインデックス及び変更命令を受信する。
段階４２０において、無線デバイスは、インデックス及び変更命令に基づいて、変更され
たエアインタフェース構成を基地局と確立する。インデックス及び変更命令を伝送するネ
ットワークデバイスは、基地局又は別のネットワークデバイス（例えば、中央コントロー
ラ）であり得る。変更されたエアインタフェース構成は、無線デバイスと基地局との間に
予め定義されたエアインタフェース構成を最初に確立することなく、無線デバイスと基地
局との間に確立される。
【００３９】
　本開示の実施形態は、無線デバイスが予め定義されたエアインタフェース構成を選択す
ることを可能にする。図５は、エアインタフェース構成を確立するための、実施形態に係
る通信シーケンス５００の図である。通信シーケンス５００において、ネットワークデバ
イス５１０が、無線デバイス５２０に、複数の候補エアインタフェース構成を指示する少
なくとも１つの制御メッセージ５１１を送信する。この例において、ネットワークデバイ
ス５１０は、基地局であり、無線デバイス５２０は、ＵＥである。他の例において、ネッ
トワークデバイス５１０は、ネットワークコントローラであってもよく、無線デバイス５
２０は、基地局、リレー、又はエアインタフェースを介して通信するように構成された任
意の他のデバイスであってもよい。一実施形態において、制御メッセージ５１１は、情報
要素のリストを保持し、その各々は、候補エアインタフェース構成のうちの異なるものの
ためのパラメータを指示する。別の実施形態において、制御メッセージ５１１は、予め定
義されたエアインタフェース構成のサブセットと関連付けられたインデックスのリストを
保持する。例として、無線デバイス５２０は、１組のインデックスを１組の予め定義され
たエアインタフェース構成と関連付けるルックアップテーブルを維持してもよく、制御メ
ッセージ５１１におけるインデックスのリストは、ルックアップテーブルに格納された１
組のインデックスからのインデックスのサブセットを含んでよい。無線デバイス５２０は
、次に、制御メッセージ５１１により指示された候補エアインタフェース構成のうちの１
つを選択してよい。制御メッセージ５１１から除外された、又は制御メッセージ５１１に
おけるインデックスのリストから除外されたインデックスと関連付けられるエアインタフ
ェース構成が、無線デバイスによる選択のために利用可能でなくてもよい。無線デバイス
５２０は、次に、ネットワークデバイス５１０に、選択されたエアインタフェース構成と
関連付けられたインデックス５１２を伝送してもよい。いくつかの実施形態において、複
数の候補エアインタフェース構成は、無線デバイス５２０への事前情報であり、無線デバ
イス５２０は、ネットワークデバイス５１０から制御メッセージ５１１を受信することな
く、インデックス５１２を伝送する。例えば、複数の候補エアインタフェース構成は、無
線デバイス５２０とネットワークデバイスとの間の以前のセッションから知られていても
よく、又はさもなければ、製造者により無線デバイス５２０のメモリにハードコーディン
グされていてもよい。インデックス５１２を受信した後、ネットワークデバイス５１０は
、選択されたエアインタフェース５１８を無線デバイスと確立してもよい。
【００４０】
　図６は、ネットワークデバイスによって実行され得る場合の、エアインタフェース構成
を動的に確立するための、実施形態に係る方法６００のフローチャートである。段階６１
０において、ネットワークデバイスは、無線デバイスに、複数の候補エアインタフェース
構成を指示する制御メッセージを送信する。段階６２０において、ネットワークデバイス
は、無線デバイスから少なくとも１つのインデックスを受信する。一実施形態において、
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ネットワークデバイスは、制御メッセージにおいて指示された候補エアインタフェース構
成のうちの特定のものと関連付けられた単一のインデックスを受信する。特定の候補エア
インタフェース構成は、制御メッセージを受信した後、無線デバイスにより選択されてい
てもよい。別の実施形態において、ネットワークデバイスは、制御メッセージにおいて指
示された候補エアインタフェース構成のサブセットと関連付けられたインデックスを受信
する。インデックスは、無線デバイスに許容可能であるとみなされる、又は無線デバイス
により好適であるエアインタフェース構成のサブセットと関連付けられてもよい。段階６
３０において、ネットワークデバイスは、無線デバイスから受信されたインデックスと関
連付けられた予め定義されたエアインタフェース構成を確立する、又はその確立を命令す
る。インデックスは、無線デバイスにより受信された唯一のインデックスであってもよく
、又は無線デバイスから受信された複数のインデックスのうちの１つであってもよい。
【００４１】
　図７は、無線デバイスによって実行され得る場合の、エアインタフェース構成を動的に
確立するための、実施形態に係る方法７００のフローチャートである。段階７１０におい
て、無線デバイスは、ネットワークデバイスから複数のエアインタフェース構成を指示す
る制御メッセージを受信する。段階７２０において、無線デバイスは、エアインタフェー
ス構成の１つ又は複数を選択する。段階７３０において、無線デバイスは、ネットワーク
デバイスに、１つ又は複数の選択されたエアインタフェース構成と関連付けられた１つ又
は複数のインデックスを送信する。段階７４０において、無線デバイスは、エアインタフ
ェース構成を基地局と確立する。
【００４２】
　図８は、エアインタフェース構成を確立するための、実施形態に係る通信シーケンス８
００の図である。通信シーケンス８００において、ネットワークデバイス８１０が、無線
デバイス８２０に制御メッセージ８１１を送信する。この例において、ネットワークデバ
イス８１０は、基地局であり、無線デバイス８２０は、ＵＥである。他の例において、ネ
ットワークデバイス８１０は、ネットワークコントローラであってもよく、無線デバイス
８２０は、基地局、リレー、又はエアインタフェースを介して通信するように構成された
任意の他のデバイスであってもよい。一実施形態において、制御メッセージ８１１は、情
報要素のリストを保持し、その各々は、異なる候補エアインタフェース構成のためのパラ
メータを指示する。別の実施形態において、制御メッセージ８１１は、予め定義されたエ
アインタフェース構成のサブセットと関連付けられたインデックスのリストを保持する。
例として、無線デバイス８２０は、１組のインデックスを１組の予め定義されたエアイン
タフェース構成と関連付けるルックアップテーブルを維持してもよく、制御メッセージ８
１１におけるインデックスのリストは、ルックアップテーブルに格納された１組のインデ
ックスからのインデックスのサブセットを含んでよい。無線デバイス８２０は、次に、制
御メッセージ８１１により指示された候補エアインタフェース構成のうちの１つを選択し
てもよく、次に、ネットワークデバイス８１０に、選択されたエアインタフェース構成と
関連付けられたインデックス８１２及び変更命令８１４を送信してもよい。変更命令８１
４は、インデックス８１２と関連付けられる予め定義されたエアインタフェース構成の１
つ又は複数のパラメータへの変更を指示する。インデックス８１２及び変更命令８１４を
受信した後、ネットワークデバイス８１０は、予め定義されたエアインタフェース構成を
最初に確立することなく、変更されたエアインタフェース構成８１８を確立する。
【００４３】
　実施形態において、変更命令８１４は、ネットワークデバイス８１０が、インデックス
８１２と関連付けられた予め定義されたエアインタフェース構成により指定されたＨＡＲ
Ｑ再送信スキームを変更することを要求する。別の実施形態において、変更命令８１４は
、ネットワークデバイス８１０が、インデックス８１２と関連付けられた予め定義された
エアインタフェース構成に、又はインデックス８１２と関連付けられた予め定義されたエ
アインタフェース構成から、ＨＡＲＱ再送信スキームを追加、又は削除することを要求す
る。更に別の実施形態において、変更命令８１４は、ネットワークデバイス８１０が、イ
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することを要求する。例えば、予め定義されたエアインタフェース構成は、ＯＦＤＭ波形
を使用することを指定し得、変更命令８１４は、無線デバイス２２０に、ＯＦＤＭ波形で
はなくＣＤＭ波形を使用するように命令し得る。更に別の実施形態において、変更命令８
１４は、ネットワークデバイス８１０が、インデックス８１２と関連付けられた予め定義
されたエアインタフェース構成の物理層パラメータを変更することを要求する。例えば、
変更命令８１４は、ネットワークデバイス８１０が、インデックス８１２と関連付けられ
た予め定義されたエアインタフェース構成と関連付けられたサブキャリアスペーシング、
ＣＰ長さ、シンボル持続時間、及び／又はＴＴＩ長さを変更することを要求し得る。
【００４４】
　いくつかの実施形態において、無線デバイスが、ネットワークデバイスにインデックス
及び変更命令を送信し、変更されたエアインタフェース構成の確立を要求する。図９は、
ネットワークデバイスによって実行され得る場合の、エアインタフェース構成を動的に確
立するための、実施形態に係る方法９００のフローチャートである。段階９１０において
、ネットワークデバイスは、無線デバイスに、複数の候補エアインタフェース構成を指示
する制御メッセージを送信する。段階９２０において、ネットワークデバイスは、無線デ
バイスからインデックス及び変更命令を受信する。インデックスは、制御メッセージにお
いて指示された候補エアインタフェース構成のうちの１つと関連付けられる。段階９３０
において、ネットワークデバイスは、無線デバイスにより受信されたインデックス及び変
更命令に基づいて、変更されたエアインタフェース構成を確立する、又はその確立を命令
する。
【００４５】
　図１０は、無線デバイスによって実行され得る場合の、エアインタフェース構成を動的
に確立するための、実施形態に係る方法１０００のフローチャートである。段階１０１０
において、無線デバイスは、ネットワークデバイスから複数の候補エアインタフェース構
成を指示する制御メッセージを受信する。段階１０２０において、無線デバイスは、エア
インタフェース構成のうちの１つを選択する。段階１０３０において、無線デバイスは、
選択されたエアインタフェース構成の１つ又は複数のパラメータに関する変更を決定する
。段階１０４０において、無線デバイスは、ネットワークデバイスに、選択されたエアイ
ンタフェースと関連付けられたインデックス、及び変更されたパラメータを識別する変更
命令を送信する。段階１０５０において、無線デバイスは、変更されたエアインタフェー
ス構成を基地局と確立する。
【００４６】
　図１１は、予め定義されたエアインタフェース構成と関連付けられるインデックスを指
示するシグナリングを含む実施形態に係る制御メッセージ１１０１～１１０３の図である
。制御メッセージ１１０２、１１０３は、制御命令を受信する無線デバイスに、予め定義
されたエアインタフェース構成のパラメータを変更するように命令する変更命令を更に含
む。表１は、図１１において参照される予め定義されたエアインタフェース構成を識別す
る。 
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【表１】

【００４７】
　表１の例において、ＡＩインデックス０が、ｅＭＢＢトラフィックのために使用され得
、ＡＩインデックス１が、ＵＲＬＬＣトラフィックのために使用され得、ＡＩインデック
ス２が、ｍＭＴＣトラフィックのために使用され得る。個々の要件に基づいて適切な変更
が選択され得る。１つの例示的な変更は、次の通りである。ＴＲＰタイプ：ｍａｃｒｏ＋
ｐｉｃｏ、アクセススキーム：スケジューリングされている；フレーム構造：タイプ２で
あるＡＩインデックス１。他の変更も可能である。
【００４８】
　この例において、制御メッセージ１１０１は、ＵＥ（ＵＥ１）に、インデックス０と関
連付けられた予め定義されたエアインタフェース構成を使用するように命令する。制御メ
ッセージ１１０２は、ＵＥ（ＵＥ２）に、インデックス１と関連付けられた予め定義され
たエアインタフェース構成の多元接続（ＭＡ）スキームを変更するように命令する。表２
によれば、第１ＭＡタイプ（ＭＡ１）及び第２ＭＡタイプ（ＭＡ２）は、インデックス１
と関連付けられた予め定義されたエアインタフェース構成により定義される。制御メッセ
ージ１１０２における変更命令は、ＵＥ２に、インデックス１と関連付けられた予め定義
されたエアインタフェース構成からＭＡ１を削除するように命令する。制御メッセージ１
１０３は、ＵＥ　グループ（ＵＥＧｒｏｕｐ（３））に、インデックス２と関連付けられ
た予め定義されたエアインタフェース構成のＴＴＩ持続時間及びプロトコル構成を変更す
るように命令する。表２によれば、第２ＴＴＩ持続時間（ＴＴＩ２）及び第１プロトコル
構成（ＰＣ１）は、インデックス２と関連付けられた予め定義されたエアインタフェース
構成により定義される。制御メッセージ１１０３における変更命令は、ＵＥＧｒｏｕｐ（
３）に、ＴＴＩ２に第１ＴＴＩ持続時間（ＴＴＩ１）を置き換えることにより、及びＰＣ
１に第２プロトコル構成（ＰＣ２）を置き換えることにより、インデックス２と関連付け
られた予め定義されたエアインタフェース構成を変更するように命令する。
【００４９】
　いくつかの実施形態において、異なるＵＥ及び／又はＵＥ　グループに関する複数の変
更命令が、単一の制御メッセージ内に含まれ得、これは、ＵＥ及び／又はＵＥ　グループ
にマルチキャスト又はブロードキャストされ得る。図１２は、予め定義されたエアインタ
フェース構成を変更するシグナリングを含む実施形態に係る制御メッセージ１２００の図
である。この例において、制御メッセージ１２００は、ＵＥ（ＵＥ４）に、予め定義され
たエアインタフェース構成のＴＴＩパラメータを変更するように命令する変更命令１２０
４を含む。制御メッセージ１２００は、ＵＥ　グループ（ＵＥｇｒｏｕｐ（５））に、予
め定義されたエアインタフェース構成のプロトコル構成を変更するように命令する変更命
令１２０５を更に含む。いくつかの実施形態において、制御メッセージ１２００は、変更
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されているエアインタフェース構成を識別するインデックスを含む。他の実施形態におい
ては、エアインタフェース構成は、ＵＥ４及びＵＥＧｒｏｕｐ（５）への事前情報である
一般的な構成であり、この場合、インデックスは、制御メッセージ１２００から除外され
得る。
【００５０】
　制御メッセージは、１つ又は複数のＵＥ及び／又はＵＥ　グループ（例えば、ＵＥ１、
ＵＥ　グループ（２）等）の情報を保持し得、ネットワークデバイスから１つ又は複数の
無線デバイスへ伝送され得る。いくつかの実施形態において、制御メッセージが、無線リ
ソース（例えば、時間－周波数ブロック）をＡＩパラメータ（例えば、サブキャリアスペ
ーシング＆ＴＴＩ長さ）にマッピングすることにより、暗黙的にＡＩパラメータを指示す
る。いくつかの実施形態において、制御メッセージが、１組の予め定義されたエアインタ
フェース構成から選択された予め定義されたエアインタフェース構成、並びに１つ又は複
数のＵＥ及び／又はＵＥのグループに関する変更を指示する。 
【００５１】
　図１３は、本明細書で説明される方法を実行するための、実施形態に係る処理システム
１３００のブロック図である。処理システム１３００は、ホストデバイスに設けられてよ
い。図示されるように、処理システム１３００は、プロセッサ１３０４と、メモリ１３０
６と、インタフェース１３１０～１３１４とを含む。これらは、図１３に示されるように
構成されてよい（又は、されなくてよい）。プロセッサ１３０４は、関連タスクの演算及
び／又は他の処理を実行するように構成される任意のコンポーネント又はコンポーネント
の集合であってよく、メモリ１３０６は、プロセッサ１３０４による実行のために、プロ
グラミング及び／又は命令を格納するように構成される任意のコンポーネント又はコンポ
ーネントの集合であってよい。実施形態において、メモリ１３０６は、非一時的コンピュ
ータ可読媒体を含む。インタフェース１３１０、１３１２、１３１４は、処理システム１
３００が他のデバイス／コンポーネント及び／又はユーザと通信を行うことを可能とする
任意のコンポーネント又はコンポーネントの集合であってよい。例えば、インタフェース
１３１０、１３１２、１３１４の１つ又は複数は、プロセッサ１３０４からのデータメッ
セージ、制御メッセージ、又は管理メッセージを、ホストデバイス及び／又は遠隔デバイ
スにインストールされたアプリケーションに伝送するように構成されてよい。別の例とし
て、インタフェース１３１０、１３１２、１３１４の１つ又は複数は、ユーザ又はユーザ
デバイス（例えば、パーソナルコンピュータ（ＰＣ）等）が処理システム１３００とのイ
ンタラクト／通信を行うことを可能とするように構成されてよい。処理システム１３００
は、長期ストレージ（例えば、不揮発性メモリ等）のような、図１３に示されない更なる
コンポーネントを含んでよい。
【００５２】
　いくつかの実施形態において、処理システム１３００は、通信ネットワークにアクセス
する、さもなければその一部である、ネットワークデバイスに含まれる。一例において、
処理システム１３００は、基地局、リレーステーション、スケジューラ、コントローラ、
ゲートウェイ、ルータ、アプリケーションサーバ、又は通信ネットワークにおける任意の
他のデバイスのような、無線又は有線通信ネットワークにおけるネットワーク側デバイス
にある。他の実施形態において、処理システム１３００は、移動局、ユーザ機器（ＵＥ）
、パーソナルコンピュータ（ＰＣ）、タブレット、ウェアラブル通信デバイス（例えば、
スマートウォッチ等）、又は通信ネットワークにアクセスするように構成される任意の他
のデバイスのような、無線又は有線通信ネットワークにアクセスするユーザ側デバイスに
ある。
【００５３】
　いくつかの実施形態において、インタフェース１３１０、１３１２、１３１４の１つ又
は複数は、通信ネットワークを介してシグナリングを送信及び受信するように構成される
送受信機に、処理システム１３００を接続する。図１４は、通信ネットワークを介してシ
グナリングを送信及び受信するように構成される送受信機１４００のブロック図である。
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送受信機１４００は、ホストデバイスに設けられてよい。図示されるように、送受信機１
４００は、ネットワーク側インタフェース１４０２と、カプラ１４０４と、送信機１４０
６と、受信機１４０８と、信号プロセッサ１４１０と、デバイス側インタフェース１４１
２と、を含む。ネットワーク側インタフェース１４０２は、無線又は有線通信ネットワー
クを介してシグナリングを送信又は受信するように構成される任意のコンポーネント又は
コンポーネントの集合を含んでよい。カプラ１４０４は、ネットワーク側インタフェース
１４０２を介しての双方向通信を容易にするように構成される任意のコンポーネント又は
コンポーネントの集合を含んでよい。送信機１４０６は、ベースバンド信号を、ネットワ
ーク側インタフェース１４０２を介しての送信に適した変調キャリア信号に変換するよう
に構成される任意のコンポーネント又はコンポーネントの集合（例えば、アップコンバー
タ、電力増幅器等）を含んでよい。受信機１４０８は、ネットワーク側インタフェース１
４０２を介して受信されたキャリア信号をベースバンド信号に変換するように構成される
任意のコンポーネント又はコンポーネントの集合（例えば、ダウンコンバータ、低ノイズ
増幅器等）を含んでよい。信号プロセッサ１４１０は、ベースバンド信号を、デバイス側
インタフェース１４１２を介しての通信に適したデータ信号に変換し、逆方向にも同様に
変換するように構成される任意のコンポーネント又はコンポーネントの集合を含んでよい
。デバイス側インタフェース１４１２は、信号プロセッサ１４１０と、ホストデバイス内
のコンポーネント（例えば、処理システム１３００、ローカルエリアネットワーク（ＬＡ
Ｎ）ポート等）との間でデータ信号を伝送するように構成される任意のコンポーネント又
はコンポーネントの集合を含んでよい。
【００５４】
　送受信機１４００は、任意のタイプの通信媒体を介して、シグナリングを送信及び受信
してよい。いくつかの実施形態において、送受信機１４００は、無線媒体を介して、シグ
ナリングを送信及び受信する。例えば、送受信機１４００は、セルラプロトコル（例えば
、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）等）、無線ローカルエリアネットワーク（Ｗ
ＬＡＮ）プロトコル（例えば、Ｗｉ‐Ｆｉ等）、又は任意の他のタイプの無線プロトコル
（例えば、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、近距離無線通信（ＮＦＣ）等）のような無
線通信プロトコルに従って通信を行うように構成される無線送受信機であってよい。この
ような実施形態において、ネットワーク側インタフェース１４０２は、１つ又は複数のア
ンテナ／放射要素を含む。他の実施形態において、送受信機１４００は、有線媒体、例え
ば、ツイストペアケーブル、同軸ケーブル、光ファイバ等を介して、シグナリングを送信
及び受信する。具体的な処理システム及び／又は送受信機は、示されたコンポーネントの
全て、又は、コンポーネントのサブセットのみを用いてよく、統合レベルは、デバイスに
よって異なってよい。
【００５５】
　本明細書において提供される実施形態に係る方法の１つ又は複数の段階は、対応するユ
ニット又はモジュールによって実行されてよいことを理解されたい。例えば、信号は、送
信ユニット又は送信モジュールによって送信されてよい。信号は、受信ユニット又は受信
モジュールによって受信されてよい。信号は、処理ユニット又は処理モジュールによって
処理されてよい。他の段階は、ユニット／モジュールを確立すること及び／又は選択する
ことによって実行されてよい。それぞれのユニット／モジュールは、ハードウェア、ソフ
トウェア、又はこれらの組み合わせであってよい。例えば、ユニット／モジュールの１つ
又は複数は、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）又は特定用途向け集積
回路（ＡＳＩＣ）のような集積回路であってよい。
【００５６】
　本発明は、例示的実施形態を参照して説明されてきたが、この説明は、限定的な意味で
解釈されるように意図されていない。この説明を参照すれば、当業者には、例示的実施形
態の様々な変形形態及び組み合わせ、並びに、本発明の他の実施形態が明らかであるろう
。従って、添付の特許請求の範囲は、あらゆるこのような変形又は実施形態を包含するこ
とを意図するものである。
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［項目１］
　エアインタフェースを構成するための方法であって、
　無線デバイスが、ネットワークデバイスからインデックス及び変更命令を受信する段階
であって、インデックスは、複数の予め定義されたエアインタフェース構成のうちの第１
のものと関連付けられ、変更命令は、変更されたエアインタフェース構成を生成するべく
、第１の予め定義されたエアインタフェース構成の１つ又は複数のパラメータの変更を指
示する段階と、
　インデックス及び変更命令に基づいて、変更されたエアインタフェース構成に従ってデ
ータを送信又は受信する段階と
　を含む
　方法。
［項目２］
　変更されたエアインタフェース構成に従ってデータを送信又は受信する段階は、第１の
予め定義されたエアインタフェース構成に従ってデータを最初に送信又は受信することな
く、変更されたエアインタフェース構成に従ってデータを送信又は受信する段階を含む、
項目１に記載の方法。
［項目３］
　複数の予め定義されたエアインタフェース構成の各々は、予め定義されたサブキャリア
スペーシングを含む、項目１又は２に記載の方法。
［項目４］
　１つ又は複数のパラメータの変更は、予め定義されたサブキャリアスペーシングの変更
を含む、項目３に記載の方法。
［項目５］
　変更命令は、第１の予め定義されたエアインタフェース構成において、第１の予め定義
されたエアインタフェース構成に、又は第１の予め定義されたエアインタフェース構成か
ら、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）再送信スキームを変更、追加、又は削除する
ように、無線デバイスに命令する、項目１から４の何れか一項に記載の方法。
［項目６］
　変更命令は、無線デバイスに、第１の予め定義されたエアインタフェース構成の波形を
変更するように命令する、項目１から５の何れか一項に記載の方法。
［項目７］
　変更命令は、無線デバイスに、第１の予め定義されたエアインタフェース構成の物理層
パラメータを変更するように命令する、項目１から６の何れか一項に記載の方法。
［項目８］
　変更命令は、無線デバイスに、第１の予め定義されたエアインタフェース構成のサブキ
ャリアスペーシング、サイクリックプリフィクス（ＣＰ）長さ、シンボル持続時間、又は
送信時間間隔（ＴＴＩ）長さを変更するように命令する、項目７に記載の方法。
［項目９］
　プロセッサと、
　プロセッサによる実行のためのプログラミングを格納する非一時的コンピュータ可読記
憶媒体であって、プログラミングは、
　　ネットワークデバイスからインデックス及び変更命令を受信する命令であって、イン
デックスは、複数の予め定義されたエアインタフェース構成のうちの第１のものと関連付
けられ、変更命令は、変更されたエアインタフェース構成を生成するべく、第１の予め定
義されたエアインタフェース構成の１つ又は複数のパラメータの変更を指示する命令と、
　　第１の予め定義されたエアインタフェース構成を最初に確立することなく、インデッ
クス及び変更命令に基づいて、変更されたエアインタフェース構成を確立する命令と
　を含む、非一時的コンピュータ可読記憶媒体と
　を含む
　無線デバイス。
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［項目１０］
　変更命令は、第１の予め定義されたエアインタフェース構成において、第１の予め定義
されたエアインタフェース構成に、又は第１の予め定義されたエアインタフェース構成か
ら、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）再送信スキームを変更、追加、又は削除する
ように、無線デバイスに命令する、項目９に記載の無線デバイス。
［項目１１］
　変更命令は、無線デバイスに、第１の予め定義されたエアインタフェース構成の波形を
変更するように命令する、項目９又は１０に記載の無線デバイス。
［項目１２］
　変更命令は、無線デバイスに、第１の予め定義されたエアインタフェース構成の物理層
パラメータを変更するように命令する、項目９から１１の何れか一項に記載の無線デバイ
ス。
［項目１３］
　変更命令は、無線デバイスに、第１の予め定義されたエアインタフェース構成のサブキ
ャリアスペーシング、サイクリックプリフィクス（ＣＰ）長さ、シンボル持続時間、又は
送信時間間隔（ＴＴＩ）長さを変更するように命令する、項目１２に記載の無線デバイス
。
［項目１４］
　エアインタフェースを確立するための方法であって、
　無線デバイスが、ネットワークデバイスから複数の予め定義されたエアインタフェース
構成のインデックスを受信する段階と、
　複数の予め定義されたエアインタフェース構成のうちの１つを選択する段階であって、
選択された予め定義されたエアインタフェース構成は、インデックスのうちの特定のもの
と関連付けられる、段階と、
　ネットワークデバイスに特定のインデックスを送信する段階と
　を含む
　方法。
［項目１５］
　無線デバイスから受信された特定のインデックスに基づいて、基地局と無線デバイスと
の間の選択されたエアインタフェース構成を確立する段階
　を更に含む、項目１４に記載の方法。
［項目１６］
　無線デバイスが、ネットワークデバイスに変更要求を送信する段階であって、変更要求
は、変更されたエアインタフェース構成を生成するべく、選択されたエアインタフェース
構成の１つ又は複数のパラメータが変更されることを要求する段階と、
　基地局と無線デバイスとの間に確立されている選択されたエアインタフェース構成を最
初に確立することなく、基地局と無線デバイスとの間の変更されたエアインタフェース構
成を確立する段階と
　を更に含む、項目１４に記載の方法。
［項目１７］
　変更要求は、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）再送信スキームが、選択されたエ
アインタフェース構成において変更され、選択されたエアインタフェース構成に追加され
、又は選択されたエアインタフェース構成から削除されることを要求する、項目１６に記
載の方法。
［項目１８］
　変更要求は、選択されたエアインタフェース構成の波形の変更を要求する、項目１６に
記載の方法。
［項目１９］
　変更要求は、選択されたエアインタフェース構成のサブキャリアスペーシング、サイク
リックプリフィクス（ＣＰ）長さ、シンボル持続時間、又は送信時間間隔（ＴＴＩ）長さ
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の変更を要求する、項目１６に記載の方法。
［項目２０］
　プロセッサと、
　プロセッサによる実行のためのプログラミングを格納する非一時的コンピュータ可読記
憶媒体であって、プログラミングは、
　　ネットワークデバイスから複数の予め定義されたエアインタフェース構成のインデッ
クスを受信する命令と、
　　複数の予め定義されたエアインタフェース構成のうちの１つを選択する命令であって
、選択された予め定義されたエアインタフェース構成は、インデックスのうちの特定のも
のと関連付けられる、選択する命令と、
　　ネットワークデバイスに特定のインデックスを送信する命令と
　を含む、非一時的コンピュータ可読記憶媒体と
　を含む
　無線デバイス。
［項目２１］
　プログラミングは、
　無線デバイスから受信された特定のインデックスに基づいて、基地局と無線デバイスと
の間の選択されたエアインタフェース構成を確立する命令
　を更に含む、項目２０に記載の無線デバイス。
［項目２２］
　プログラミングは、
　ネットワークデバイスに変更要求を送信する命令であって、変更要求は、変更されたエ
アインタフェース構成を生成するべく、選択されたエアインタフェース構成の１つ又は複
数のパラメータが変更されることを要求する、送信する命令と、
　基地局と無線デバイスとの間に確立されている選択されたエアインタフェース構成を最
初に確立することなく、基地局と無線デバイスとの間の変更されたエアインタフェース構
成を確立する命令と
　を更に含む、項目２０に記載の無線デバイス。
［項目２３］
　変更要求は、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）再送信スキームが、選択されたエ
アインタフェース構成において変更され、選択されたエアインタフェース構成に追加され
、又は選択されたエアインタフェース構成から削除されることを要求する、項目２２に記
載の無線デバイス。
［項目２４］
　エアインタフェース構成中のオーバヘッドを低減するための方法であって、
　ネットワークデバイスが、無線デバイスにインデックス及び変更命令を送信する段階で
あって、インデックスは、複数の予め定義されたエアインタフェース構成のうちの第１の
ものと関連付けられ、変更命令は、第１の予め定義されたエアインタフェース構成の１つ
又は複数のパラメータの変更を指示し、変更されたエアインタフェース構成を生成し、イ
ンデックス及び変更命令は、無線デバイスに、第１の予め定義されたエアインタフェース
構成を最初に確立することなく、変更されたエアインタフェース構成を確立するように命
令する、段階
　を含む
　方法。
［項目２５］
　変更命令は、第１の予め定義されたエアインタフェース構成のハイブリッド自動再送要
求（ＨＡＲＱ）再送信スキームを変更、追加、又は削除するように、無線デバイスに命令
する、項目２４に記載の方法。
［項目２６］
　変更命令は、無線デバイスに、第１の予め定義されたエアインタフェース構成の波形を
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変更するように命令する、項目２４に記載の方法。
［項目２７］
　変更命令は、無線デバイスに、第１の予め定義されたエアインタフェース構成の物理層
パラメータを変更するように命令する、項目２４に記載の方法。
［項目２８］
　変更命令は、無線デバイスに、第１の予め定義されたエアインタフェース構成のサブキ
ャリアスペーシング、サイクリックプリフィクス（ＣＰ）長さ、シンボル持続時間、又は
送信時間間隔（ＴＴＩ）長さを変更するように命令する、項目２７に記載の方法。
［項目２９］
　プロセッサと、
　プロセッサによる実行のためのプログラミングを格納する非一時的コンピュータ可読記
憶媒体であって、プログラミングは、
　　無線デバイスにインデックス及び変更命令を送信する命令であって、インデックスは
、複数の予め定義されたエアインタフェース構成のうちの第１のものと関連付けられ、変
更命令は、変更されたエアインタフェース構成を生成するべく、第１の予め定義されたエ
アインタフェース構成の１つ又は複数のパラメータの変更を指示し、インデックス及び変
更命令は、無線デバイスに、第１の予め定義されたエアインタフェース構成を最初に確立
することなく、変更されたエアインタフェース構成を確立するように命令する、送信する
命令
　を含む、非一時的コンピュータ可読記憶媒体と
　を含む
　ネットワークデバイス。
［項目３０］
　エアインタフェース構成中のオーバヘッドを低減するための方法であって、
　ネットワークデバイスが、無線デバイスに複数の予め定義されたエアインタフェース構
成のインデックスを送信する段階と、
　ネットワークデバイスが、無線デバイスから特定のインデックスを受信する段階であっ
て、特定のインデックスは、無線デバイスに送信されたインデックスのうちの１つであり
、特定のインデックスは、無線デバイスにより選択された複数の予め定義されたエアイン
タフェース構成のうちの１つを識別する、段階と
　を含む、
　方法。
［項目３１］
　無線デバイスから受信された特定のインデックスに基づいて、基地局と無線デバイスと
の間の選択されたエアインタフェース構成を確立する、又はその確立を促す段階
　を更に含む、項目３０に記載の方法。
［項目３２］
　無線デバイスから変更指示を受信する段階であって、変更指示は、選択されたエアイン
タフェース構成の１つ又は複数のパラメータが変更されることを要求し、変更されたエア
インタフェース構成を生成する、段階と、
　選択されたエアインタフェース構成が、基地局と無線デバイスとの間に確立されること
なく、基地局と無線デバイスとの間の変更されたエアインタフェース構成を確立する、又
はその確立を促す段階と
　を更に含む、項目３０に記載の方法。
［項目３３］
　変更指示は、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）再送信スキームが、選択されたエ
アインタフェース構成において変更され、選択されたエアインタフェース構成に追加され
、又は選択されたエアインタフェース構成から削除されることを要求する、項目３２に記
載の方法。
［項目３４］
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　変更指示は、選択されたエアインタフェース構成の波形の変更を要求する、項目３２に
記載の方法。
［項目３５］
　変更指示は、選択されたエアインタフェース構成のサブキャリアスペーシング、サイク
リックプリフィクス（ＣＰ）長さ、シンボル持続時間、又は送信時間間隔（ＴＴＩ）長さ
の変更を要求する、項目３２に記載の方法。
［項目３６］
　プロセッサと、
　プロセッサによる実行のためのプログラミングを格納する非一時的コンピュータ可読記
憶媒体であって、プログラミングは、
　　無線デバイスに複数の予め定義されたエアインタフェース構成のインデックスを送信
する命令と、
　　無線デバイスから特定のインデックスを受信する命令であって、特定のインデックス
は、無線デバイスに送信されたインデックスのうちの１つであり、特定のインデックスは
、無線デバイスにより選択された複数の予め定義されたエアインタフェース構成のうちの
１つを識別する、受信する命令と
　を含む、非一時的コンピュータ可読記憶媒体と
　を含む
　ネットワークデバイス。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図６】

【図７】

【図８】

【図９】 【図１０】

【図１１】
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【図１３】

【図１４】
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